
 

 

 

 

 

私たちが目指すもの 
 
 

ともいき宝池慈光 小出 照之 

 

ともいき宝池慈光は、今年で 54年を迎えるこ

とができました。 

事業所名にある「ともいき」の意味は自然や動

物、他の人間との共生という事と、過去から未

来へ繋がっている“いのち”との共生です。 

今年度の重点目標は、次の３つです。 

・利用者の自己実現が図れるよう、自立に必要

な支援を適切に提供します。 

・利用者が家族とともに「その人らしさ」を大

切にした社会生活が営まれるよう、より一層

関係機関と連携して取り組むこと。 

・心身の健康推進に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

今年のカレンダーの表紙は、寅と共に“紡ぐ”

という一文字が書いてあります。 

「紡ぐ」の意味は、繊維に縒りをかけて糸を作

ること。もう一つの意味は、言葉をつなげて文

章にするという意味合いから発展し、歴史、幸

せ、思い、思い出、人生、経験などをつなげる

という意味にもなります。 

私は入所施設の経験が長く、通所施設に来て２

年目になります。私が慈光に来てから新しく受

け入れた利用者さんもいますが、ご家族の理由

で慈光をやめた方、短期入所を利用して入所待

ちしている方もいます。 

慈光を利用されている方は現在 28名いますが

平均年齢は 44歳と高く、ご家族も当然高齢にな

っています。利用者さんも 20代から 70代と年

齢の幅も広くなっています。 

私たちは利用者さんの支援を行い、利用者さん

と向き合っています。日々、関わっていると目

の前の利用者さんはずっとこの場所に居て、こ

の時間がこれから先ずっと続いていくように感

じますが、実際は難しいのが現実です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が慈光に来て感じる事は、利用者さんにとっ

て今いる場所が最後の居場所ではなく、28名全

員に次のステージが待っているという事です。 

次のステージへ繋げていくためにする事は、特

別な事ではなく虎の貼り絵にあるように現在持

っている力に気づき、「紡いでいく」事が大切で

す。コロナ禍で不自由な事が沢山ありますが、

日々頑張っている利用者さんの姿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからも利用者さんらしさを大切にしながら

「慈光は楽しい」「また来たい」と思えるように、

また、利用者さんの満足感が得られるよう職員で

力を合わせて頑張っていきたいと思います。 
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（左）虎の貼り絵、構図は職員で残りは利用者さんが貼り

付けました。 

（左）販売用の台車を製作中。電動ドライバーを使い協力して

ねじ止めしています。 

（右）正月飾りを自分なりのアレンジで作成中。 

（左）みんなで協力してオーナメントを作ります。 

（右）新田施設全体で開催した「わっしょいわっしょいまつり」

のお神輿です。 



 

 

 

 

 
第４分科会のテーマは 

「わたしのこと・わたしのとこ 
みて！みて！きいて」 

 
私達の出番はアートのテーマ発表と 

アルクマダンス。 

リハーサルから、ハラハラドキドキ。 

大会初のリモート開催となり、画面の向こう

には、沢山の参加者の皆さんがいて生放送の

テレビのようです。 

臨場感を感じながら、第四分科会リーダー 

白鳥さんからのパスをしっかり受け止め、 

テーマ発表も大成功！！ 

ダンスも元気に披露しました。 

コロナ禍でも、沢山の皆さんと 

繋がりを感じられる有意義な 

時間を過ごすことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別の第３分科会に参加した丸山さんにも 

感想を聞いてみました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ともいきライフ月影篇 

２４時間テレビ

みたい！！ 

緊張する～！！ 

大会初！！オンラインでの開催！！ 

「あなたも わたしも ひとりじゃない」 

と～っても実感した 2時間でした。 

24時間テレビの司会者の気持ち、 

裏で頑張っているスタッフ関係者。 

た～くさんの応援があって、た～くさんの準備や 

リハーサルがあって、すご～く充実した 2時間でした。

緊張したし、やりきった感と感謝でいっぱいです。 

体験と成長させていただきました。 

ありがとうございました。 

私は第 3分科会に参加させて頂き、仕事のやりがいや 

魅力について発表させていただきました。 

発表するにあたって、どんな思いや希望を持って 

入職したのかを振り返りました。 

誰かの前で発表するのは、とても緊張しましたが、 

初心に戻ることができ、私はこの仕事が大好き！なんだと 

再確認するとても良い機会になりました。 

裏方職員もハラハラドキドキ❤ 

 



食べることは生きること 
 

鍛冶町給食 管理栄養士 河野 照美 

 

私は、甘露保育園・蓮の音こども園で「食べることは生きること」をモットーに、日々給食作りを

しています。 

皆さん、給食の思い出はありますか？食事とは、身体だけでなく心も満たしてくれます。一緒

に食べた人・場所・シチュエーションなどと共に記憶され、楽しければ良い思い出となり、そうでな

ければ嫌な思い出として残ってしまいます。 

私たちは、子どもたちの食の幅を広げ、様々な食体験から美味しかった記憶として残るような

給食を目指しています。その中のひとつが、毎月の「作ってみようの日」です。 

自分でホットドッグを作ったり、ラップおにぎり、ハンバーガー、いなりずしに

手巻き寿司・・など。１年を通して行い、平成２６年度から毎年継続していま

す。楽しんで出来れば、上手に作れなくてもいいんです。自分で作ると美味し

い様で、よく食べ、苦手な物にも挑戦しようとする姿も見られます。 

食の幅を広げてあげたい・・と思う反面、今問題になっているのが、｢窒息・

誤嚥」です。これは、児童施設だけでなく、法人全体にもいえます。乳幼児や

咀嚼の上手くいかない方には、大きさや固さ、形態などへの配慮が必要で

す。パンを食べる時などは、水分の摂り方も重要です。水分で流し込むような

食べ方は危険です。作ってみようの様に、パンに何か挟んで食べることで、噛

む回数も増え、そのままより安全に食べられる気もします。 

子どもにとっては、何でも小さくしてしまうというのは、「育ち」の面ではどうなのだろう、経験せ

ずに食べ方を知らないことは安全なのだろうか・・正直葛藤もあります。しかし、「安全」に食べて

こそ、楽しい食事となります。必要な配慮は怠らないようにしましょう。 

作ってみようなど、楽しい食体験の中からも「しっかりかじり取る」「しっかり噛む」などを、身に

つけていかれたらよいと考えています。また、幼児組の子どもたちには、NPO 法人 Safe Kids 

Japan が公開している動画 『 窒息予防の は・ひ・ふ・へ・ほ 』 を見てもらい、自分たちでも危

険を知り、安全に食べることを学んで欲しいと思っています。 

食に関わること全てを子どもの生活の一部と捉え、今後も精進していきたいと思います。 

「作ってみようの日」のアイデア募集中です！ 

 

は 早食いはしない 

ひ ひと口でほおばらない 

ふ ふざけない 

へ ぺちゃくちゃしゃべらない 

ほ ほうり上げて食べない 

 
https://safekidsjapan.org/project/food-choking-prevention/ 



 

 

連載３回目 出会いを大切に 
若人の夢をはぐくもう 

 
グループホーム職員 木下文夫 

 
以前のニュースの中でも、施設におけるボ

ランティア活動や実習の経験が、その後の進

路に大きな影響を与えた経過が報告されてい

ましたね。住吉寮（当時）でのボランティア

体験の時の写真を載せていた職員さんもいま

した。翻って自分自身の体験を振り返ると、

長野市福祉事務所で「福祉６法」に渡る現場

の体験をさせて頂いた時のことが、心のどこ

かでそのままに保存されています。中でも、

山崩れによって圧し潰され、今は移転してい

る老人ホームの当時の生活の様子や、生活保

護受給者の単身生活における課題に立ち向か

うケースワーカーの仕事ぶりを実際に見るこ

とができたのが貴重な経験になっています。 

明照会の施設や事業所にも毎年多くの実習

生が訪れています。学生の若い感性に、グッ

と迫る機会であることをよく認識し、温かな

マインドで受け入れて欲しいと思います。さ

て、高校福祉科の「社会福祉実習・演習」と

いう授業で取り上げ特に印象に残っているの

は、児童分野を担当した武捨先生と協働した

「保育園実習」です。これは１日をフルに使

った体験型の

実習なのです

が、初年度に

おいては台風

19号の災害に

見舞われたこ

とや、２年目

には日本中が

コロナ禍に覆われたことによる影響などで１

日限定の実習となりました。現場を知るため

には、生徒がイメージを持つことが大事です。 

 

 

 

 

 

 

実習までの準備学習では甘露保育園の職員に

よる絵本の読み聞かせや、折り紙作成、泥団

子づくりなどの機会を組んでいただきました。

この様子を見ながら、計画段階での原案がも

まれて実践的な成案になってくのです。 

保育園実習は、他の授業を公欠扱いとして

実施します。生徒たちが全員参加できるよう

に学校全体と協力していかなければならない

のです。保育所訪問や事前の学習会（東御市

の保育園長による）の企画など、見えないと

ころでの「諸準備」は結構幅広く、時間もと

られるという実態を知りました。 

田中保育園は、大きな敷地に新しい建物、

駐車場や隣接の畑などがあり、保育には良好

な環境だと思

われました。

生徒は、作成

してきたプロ

グラムをもと

に、園児の活

動に飛び込ん

で い き ま し

た。私たちは適当な距離感を持って観察し、

時には介入をしていくのですが、生徒はおお

むね真剣に向き合っている様子が見て取れま

した。庭での遊びは、いくつかのフィールド

を工夫して設定していましが、自分たちで考

えながら夢中になって園児と向き合っていま

した。 

実習を通じて、自分の進路を保育士に繋げ

ていった生徒も数人おり、実際に幼児教育科

のある短期大学や保育専門学校に進学する生

徒もいました。保育園の園長先生から“保育

の道に進んで欲しい”という篤いエールも効

いたものと思われました。 

私たち現場にある職員として、来訪者やボラ

ンティア、実習生に自分の仕事を通じていい

メッセージを運んでほしいと思っています。 

     

木下の知恵袋 

毎年ご好評いただいている２月のバレンタインデー、３月のホワイトデー 

向けにガトーショコラとパウンドケーキのホール販売を行っています。 

手作りのハートの飾りがついたラッピングがポイント 

ギフトはもちろん、自分用にもいかがでしょうか？！ 

味遊カフェニュース 



 
前回の「事務局 坂田 大樹さんからバトンを受け取ったのは 

ともいきライフ月影の 西澤 俊 さんです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともいき宝池和順 清水 萌葉 作 

君の名は…？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

令和４年を迎え、気が付けば１ヶ月が経過しています。１日１日を長く感じる事はあります

が、振り返るとあっという間です。コロナの影響が続き、自宅で過ごす事が増え、時間の 

使い方について考える事がありました。時間は誰にも平等ですが、有限で使い方次第です。 

そんな事を思った休みの朝、私は掃除機を手にしました。皆さんはどんな使い方をしていますか。 

時間の使い方、一度振り返るには良い機会かもしれません。(塚田) 

 

  
 

リレーコラム 

まだまだ自粛期間が続く事が予想されますが、皆
様に少しでも充実したお家時間を過ごして頂く為
に、私のおすすめの漫画のお話をさせて頂きたいと
思います。 
「キングダム」という漫画をご存知でしょうか。

インパクトのあるタイトルや 
ビジュアルから名前は聞いた 
ことある、という方も多いか 
もしれません。2006年から週 
刊ヤングジャンプで連載され 
ており、2019年には実写映画 
化もされたキングダムは古代 
中国の春秋戦国時代を舞台に 
「中華統一」を目指す秦王・政 
と、その下で「天下の大将軍」 
を目指す主人公・信の活躍、 
生き様を描いた作品となっております。 
今回なぜこの作品をおすすめしたいかというと、

私自身今年で 20代最後となり、改めて見返した際
に、リーダーシップという面で、今後仕事をしてい
く為に重要な事を学んだからです。 
秦王・政が辛い戦いの中で兵士や市民一人ひとり

に声をかけ続け、士気が落ちずに戦い抜くといった
シーンがあります。その中で私が大切だと思ったの
が一人ひとりに個別にコミュニケーションをする事
です。支援をしていく為には仲間としっかり情報共
有をし、それぞれの意見や考え方を聞く、伝える事 

が重要であり、チームとして
同じ方向に進んでいく為に必
要不可欠であると気付く事が
出来ました。自分自身苦手と
してきた部分だったので、率
先してコミュニケーションを
取る事を意識し、月影を引っ
張っていけるよう成長してい
ければと思っています。 
他にも学べる部分があるの

で、少しでも興味を持っても
らえると嬉しいです。 

西澤さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･

『ともいきライフ住吉 荻原 悠作 さん』です。 

      よろしくお願いします！ 

 


